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【発表概要】 
佐賀県立図書館および佐賀大学では、佐賀藩とその支藩で作られた「日記」およびその要約で

「日記目録」と呼ばれる業務日誌群を所蔵している。当史料群には、藩主の側役人らの家で記録
された日記に相当する私的な記録も含まれる。このような歴史史料から当時の藩内外の政治・経
済の動きを統合的に知るために、同大学地域学歴史文化研究センターでは、「佐賀藩関係『日
記』資料時系列データベース」を構築し、佐賀県地域に残存する 11種の日記について、同じ日
付の日記画像を並列で参照できるようにした。加えて、「小城藩日記データベース」の日別記事
文も対応させた。その結果、ある日付における多様な出来事や天候についての記録を補完しあ
い、統合的な情報収集が可能となった。本稿では、当データベースの概要と機械学習などへの応
用可能性を含めた現時点までの取り組みについて紹介する。 

 
 

1. はじめに 
佐賀県立図書館および佐賀大学附属図書館

では、日々の業務記録である「日記」および各
日記内容を要約して目録化した「日記目録」な
どの文書群を所蔵している。さらに、両機関で
は、これらの文書群を 1 丁（見開き 2 ページ
分）ずつ撮影して画像化し、記載内容をインタ
ーネット上のデータベースを通じて⼀般市⺠
に広く公開し、可能な限り自由度の高い利用許
諾を付す取り組みを進めている[1]。 
特に、2018 年からは利用許諾を整備した上
で小城藩日記目録の全ページを翻刻し、各記事
文を詳細内容が記載された日記画像に紐付け
た。この取り組みは「小城藩日記データベース」
[2]として公開されている。 
佐賀藩の支藩である小城藩の史料がデータ

ベース化された理由は次のとおりである: 佐
賀藩は、地方知行制に倣い、身分の高い家臣に
その領地について⼀定の自治権を認めたが、藩
の政策や法制には従わせた。小城藩は佐賀藩の
家臣団組織の中でも最上位にあたる三家[3]と

いう地位であった。 
したがって、小城藩日記には、当藩以外にも
佐賀藩などとの交流や政治的な出来事が数多
く記載されており、当時の政治や経済の動向を
調べる上で有用である。しかし、残存史料は約
120年分にわたり、その上で日記と目録それぞ
れが作られている。その膨大な史料から人手で
関心あるトピックを調査することは実質不可
能であり、過去の文書調査には、文書原文のデ
ジタル画像化・翻刻と検索支援用データベース
の整備が必須である。 
加えて、小城藩と同格である蓮池藩や武家内
の私的記録としての日記にあたる文書が肥前
佐賀地域各所に多数残存している。これらの史
料群も小城藩日記データベース同様に情報整
備を進めていけば、人手や時間の労力を大幅に
解消しつつ、必要な情報を誰の目にも見える形
で収集し考察をまとめることが可能になる。 
しかし、各地域史料は小城藩のそれとは異な
り目録が存在することはむしろ珍しいため、同
様のデータベース化は難しい。現状では、日記
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に紐づく日付のみを頼りに関連画像を収集す
るしか手段がない。 
そこで、当センターでは 2021年に「佐賀藩

関係『日記』資料時系列データベース」[4]（以
下、時系列データベースと呼ぶ。）を公開した。
以降の節では時系列データベースのコンテン
ツと機能および当データベースの可能性につ
いて述べる。 
 
2. 時系列データベースの概要 
2. 1 登録データ 
データベースには、記録に記載されている旧

暦、時間基盤情報である Hutime[5]で変換した
ユリウス通日[6]、書名および日付に対応する
画像ファイル名が手作業で紐づけられている。
具体的には、2022年 9⽉時点で、江⼾時代 265
年のうち約 53%にあたる 142 年分すなわち
51,850 日分の旧暦とユリウス通日を登録して
いる。実際は、正徳 2年 1⽉朔日（1712年 2
⽉ 7日[7]）から明治元年 12⽉晦日（1869年
2⽉ 10日）までの期間のうち、38,255日分の
日記画像を参照できる。表 1では、本データベ
ースで参照可能な肥前佐賀地域の日記書名と
参照可能な日数を示す。 
各日付に紐づけられた画像は IIIF規格[8]で

データベース上のリンクから参照可能である。
また、IIIF 画像を参照するために必要なメタ
データに相当するマニフェストファイルを活
用すれば、自前のアプリケーションやサイトで
も直接画像を参照できる。 
2. 2 検索機能 
本データベースでは、対象期間を検索し、該

当する各日記画像を日付ごとに並列して表示
する。また、同じ日に小城藩の日記目録の記事
文がある場合は、それらも同時に表示する。図
1の例では、正徳 2年 1⽉朔日の結果を示す。
この日は蓮池藩請役所日記と小城藩日記目録
の日記画像がある。 
また、蓮池藩の日記には、天気の記録があり、

これもデータベースに登録した。よって同日の
蓮池藩周辺の天候も併せて参考にできる。なお、
検索メニューでは「蓮池藩請役所日記」に記載
された自然現象を検索できる。表 2では、参照
可能な自然現象の⼀覧および掲載日数を示す。 

 

書名 登録画像のある日数 

蓮池藩請役所日記 27,272 

小城藩日記 22,731 

御次日記 3,894 

御状方日記 3,985 

菅井御次日記 2,191 

菅井御状方日記 1,423 

御引越御在邑御次日記 176 

直亮公御在邑日記 1,066 

浜日記 1,976 

留守御状方日記 340 

御役所日記 234 

 

表 1. 2022年 9月における時系列データベースに 

登録されている書名および登録画像のある日数 

自然現象名 記載日数 
照 14,098 
雨 4,938 
曇 4,792 
晴 3,298 
雪 332 
風 181 
雷 93 
大雨 49 
大風 24 
地震 24 
洪水 3 
日食 2 
高潮 1 

 

表 2. 時系列データベースで検索可能な自然現

象および各自然現象が記載されている日数 

図 1. 文化 10年 7月 3日の表示例。（スマー

トフォン対応画面での表示） 
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3. 散在する地域史料の公開およびその
可能性 
3. 1 時系列に沿った史料提示の利点 
⼀般に地域史料は、同⼀の場所や時間に留ま

らず保存状態も様々であるが、本文を画像化し、
時系列で並べることで、内容分析を効率よく進
めると同時に史料内容の保存を図ることがで
きる。また、ウェブで公開することで、日記や
地域史に関心ある人々が直接内容を確認し、記
載内容に誤りがある場合に訂正も可能である。 
また、本データベースは、日付に紐づく各書

名、画像ファイル名および「蓮池藩請役所日記」
に記載されている天気（自然現象）を表にした、
個人でも実現可能な簡素なものである。しかし
ながら、このような簡易な情報を連結し、ウェ
ブ公開していくことで、ある地域の出来事を巨
視的かつより客観的に捉えられると考える。 
3. 2 機械学習用テキストデータ作成支援の
ための画像公開 
他方、画像自体は JPEG 形式など利用の容
易な形式で提供も可能であるが、画像のメタデ
ータを IIIFマニフェストの JSON形式で公開
することで、プログラムによる画像の⼀括ダウ
ンロードや独自アプリケーションでのオンデ
マンド処理などに利用しやすくなる。すなわち、
ブラウザ上での共同翻刻や固有表現抽出、トピ
ック分析などの機械学習への応用可能性が高
まる。 
例えば、先述の通り「小城藩日記データベー

ス」では、佐賀大学附属図書館貴重書データベ
ースで「日記目録」の記事文をデータベース化
した[9]。さらに、テキストになった記事文を用
いて固有表現抽出を試みた[10]。固有表現とは
文を構成する重要キーワードであり、その抽出
を行うことで記載内容の傾向を統計ツールで
より詳細に把握できる。固有表現データが集積
すると、検索結果を構成する周辺単語を抽出し
たり、あるトピックに関連深い人物や出来事の
抽出と繋がりをデータで可視化したりするこ
とも可能となる。 
つまり、現時点での本データベース構築は、

時系列への画像の紐付けと IIIF 画像の公開の

みを行っているが、時系列に史料を提示する機

能の提供のみならず、将来的には、手作業を含

む市民協働型の半自動的あるいは AIによる自

動的な手書きくずし字翻刻支援、ならびに大量

のテキスト化された文書を対象にした内容分

析を下支えするものになると考えている。 

特に、現状の機械学習用のくずし字データに

おいて、CODHで配布されている実用的な機械

学習用くずし字アノテーションデータ[11]は

44冊の古典籍（文学作品）由来のものである。

ここで述べるアノテーションデータとは、画像

化されているくずし字 1文字に対して、画像上

での位置および範囲と文字情報を記述したデ

ータを指す。 

しかしながら、この CODH 提供データは、

文書や証文などの江戸期公文書に書かれたく

ずし字とは筆跡が若干異なる。 

そこで、各所で様々な筆跡を集めた大量のく

ずし字データを積極的に作り公開することで、

公文書類に対する自動翻刻の精度向上に貢献

できる。当センターにおいても、現在、既存の

自動翻刻技術の支援を受けながら、佐賀大学所

蔵の古記録に対するくずし字翻刻支援システ

ムを構築しており 2022年内に運用が予定され

ている。本システムでは、江戸期での公的な記

録文書に使用されている御家流くずし字書体

を対象に、学習用アノテーションデータを複数

の協力者とともにウェブ上で作成する予定で

ある。アノテーションデータは CODH の取り

組み同様に、ウェブで無償公開し、地域史料か

らのテキスト抽出に活用できるようにする。 

 

4. おわりに 
本稿では、地域に散在する地域史料を時系列

で参照可能にする「佐賀藩関係『日記』資料時

系列データベース」の概要と、同じ日に書かれ

た複数の史料を並列して提示することの意義

を述べた。 

さらに、先行して公開されている「小城藩日

記データベース」記事文に対する固有表現抽出

の実践研究を踏まえ、将来のテキストおよび固

有表現データ需要の可能性を見据えたデータ

ベース構築の提案を行った。 

大量に残存する地域史料を読み解くために、

テキストデータに含まれている「意味」のデー

タ化、すなわち固有表現抽出とその需要は年々

高まっている。そのため、本稿で示すような画

像からのテキスト抽出を支援する「下準備」は、

各機関や個人で簡易なデータベース構築を通

じて十分取り組み可能なものである。 
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